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赤
い
鳥
社
主
催
「
自
由
画
大
展
覧
会
」
と
鈴
木
三
重
吉
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
鶴
三
宛
三
重
吉
書
簡
か
ら
見
え
る
も
の

髙　

野　

奈　

保　
（
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
）

　
　
　

0　

は
じ
め
に

　

信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
、
鈴
木
三
重
吉
に
よ
る
石
井
鶴
三

宛
書
簡
（
仮
番
号
［
書
２
―
５
２
］ 

）
が
発
見
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
新

出
資
料
の
解
題
を
付
し
、
昭
和
初
年
前
後
の
三
重
吉
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

　

解
題
に
先
立
ち
、
鈴
木
三
重
吉
の
略
歴
を
述
べ
る
。
鈴
木
三
重
吉
（
明
治
十

五
年
～
昭
和
十
一
年
）
は
広
島
県
出
身
の
小
説
家
・
編
集
者
・
児
童
文
学
者
で

あ
る
。
漱
石
の
門
下
生
。
神
経
衰
弱
の
療
養
中
に
執
筆
し
た
『
千
鳥
』
が
漱
石

の
推
薦
を
経
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」（
明
39
・
５
）
に
掲
載
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
る
。

そ
の
後
『
小
鳥
の
巣
』（「
国
民
新
聞
」
明
43
・
３
・
３
～
10
・
14
）『
桑
の
実
』

（
大
２
・
７
・
25
～
11
・
15
）
な
ど
を
発
表
す
る
も
創
作
活
動
に
徐
々
に
行
き
詰

ま
り
、
出
版
業
に
活
動
の
軸
を
移
し
始
め
、
大
正
七
年
七
月
に
児
童
向
け
雑
誌

「
赤
い
鳥
」を
刊
行
。
以
降
は
編
集
業
と
並
行
し
て
、
再
話
や
綴
方
の
指
導
に
力

を
傾
注
し
た
。

　
　
　

１　

鈴
木
三
重
吉
の
石
井
鶴
三
宛
書
簡

　

ま
ず
、
書
簡
本
文
の
翻
字
を
掲
げ
る
。

　
　

石
井
様
侍
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
三
重
吉

拝
復
本
日
［
久
し
ぶ
り
で　

右
傍
挿
入
］
出
社
い
た
し
ま
し
て
お
手
紙
を

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
今
度
は
［
御　

右
傍
挿
入
］
多
用
中

を
色
々
と
御
厄
介
を
お
願
申
し
ま
し
て
お

礼
の
申
上
げ
や
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
二
十
日

過
ぎ
ま
す
と
賞
状
も
［
メ　

右
傍
挿
入
］
タマ

マ

ル
も
出
来
上
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
持
参
の
上
、
お
礼
を
申
し
に

伺
ふ
予
定
で
を
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
早

速
お
伺
ひ
申
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
し

た
が
、
劇
学
校
の
計
画
を
た
て
た
り
、
中

止
し
た
り
し
て
奔
走
し
て
を
り
ま
し
た
の
で

失
礼
い
た
し
て
を
り
ま
す
。
不
悪
お
許

し
下
さ
い
ま
し
。
新
宿
園
は
重
ね
〳
〵
御
不
［
改
ペ
ー
ジ
］

快
を
か
け
ま
し
て
申
訳
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

実
は
最
初
二
十
五
日
ま
で
の
約
束
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
審
査
員
の
か
た
〴
〵
に
さ
し
上
げ

た
招
待
券
に
、［
園
は　

右
傍
挿
入
］
三
十
日
ま
で
と
記
入
し
た
さ

う
で
し
た
し
、
園
も
延
ば
し
て
く
れ
と
い
ひ
ま
す
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の
で
か
た
〴
〵
二
十
［
五　

ミ
セ
ケ
チ
／
四　

右
傍
挿
入
］
日
の
日
に
、
三
十

日
ま
で

延
期
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。
尤
、
夜

分
は
、
展
覧
会
の
会
場
だ
け
は
、
最
初

か
ら
閉
鎖
さ
せ
て
ゐ
ま
し
た
。
門
番
の
も
の

が
延
期
の
こ
と
を
し
ら
な
い
で
、
申
上
げ
た
の

で
せ
う
。
何
卒
私
に
免
じ
お
許
し
を

願
ひ
ま
す
。
中
の
飾
り
つ
け
は
ひ
ど
く

気
持
よ
く
出
来
た
つ
も
り
で
を
り
ま
し
た
。

な
ほ
拝
眉
の
上
、
い
ろ
〳
〵
お
わ
び
を
い
た
し

ま
す
。
失
礼
、
拝
具
。

　

封
筒
表
の
宛
先
は「
市
外　

板
橋
町
中
丸　

二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
切
手

は
破
損
し
て
お
り
消
印
等
は
欠
け
て
い
る
。
封
筒
裏
は
、
右
上
に
「
五
月
十
五

日
」
の
日
付
が
あ
り
、
左
下
に
「
東
京
市
外
、
長
崎
村
荒
井
一
八
八
七
／
鈴
木

三
重
吉
／
電
話
小
石
川
二
七
八
七
」
と
印
刷
さ
れ
、
番
地
「
一
八
八
七
」
の

「
七
」
が
ペ
ン
で
「
〇
」
に
正
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
に
「
新
宿
園
」
で
「
展
覧
会
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
が
し
た

た
め
ら
れ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
と
考
え
ら
れ
る
。「
自
由
画
大
展
覧
会
」と
い

う
名
前
の
展
覧
会
が
、
赤
い
鳥
社
主
催
で
大
正
十
四
年
四
月
五
日
か
ら
四
月
三

十
日
ま
で
、
四
谷
区
番
衆
町
（
現
新
宿
区
）
の
新
宿
園
に
て
開
催
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

三
重
吉
は
、
友
人
で
あ
る
加
計
正
文
に
「
社
で
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
四

月
の
二
十
五
日
ま
で
函
根
土
地
会
社
の
後
援
で
大
々
的
な
自
由
画
の
展
覧
会
を

や
る
の
で
奔
走
し
て
ゐ
ま
す
。」（
大
正
十
四
年
二
月
二
日
付
、『
鈴
木
三
重
吉
全

集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
57
・
６
。
以
下
の
三
重
吉
書
簡
は
注
記
が
な
い

限
り
、
全
て
同
書
に
拠
る
）
と
書
き
送
っ
て
お
り
、
こ
の
展
覧
会
に
力
を
注
い

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

加
計
正
文
宛
書
簡
で
は
三
月
二
十
五
日
と
あ
る
が
、
実
際
の
開
催
日
は
予

定
よ
り
も
遅
れ
て
い
た
。「
報
知
新
聞
」（
大
14
・
４
・
13
）
で
は
、「
応
募
者
予

想
以
上
に
多
数
で
あ
り
ま
し
て
、
整
理
に
種
々
手
数
を
要
し
ま
す
た
め
三
月

二
十
五
日
か
ら
新
宿
園
で
発
表
展
覧
会
を
催
す
予
定
を
不
止
得
変
更
し
て
／

来
る
四
月
五
日
か
ら
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
」
と
の
「
謹
告
」
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
新
聞
広
告
で
は
開
催
期
間
が
四
月
二
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い

た
が
、
こ
の
鶴
三
宛
書
簡
で
、
実
際
は
招
待
券
と
新
宿
園
の
要
請
に
よ
り
、

三
十
日
ま
で
会
期
を
延
長
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

展
覧
会
の
概
要
を
説
明
す
る
前
に
、
こ
こ
で
「
赤
い
鳥
」
と
自
由
画
の
関
係

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　

大
正
七
年
十
二
月
に
長
野
県
神
川
小
学
校
で
「
児
童
自
由
画
の
奨
励
」
と
題

す
る
講
演
を
行
い
、
同
八
年
七
月
に
日
本
児
童
自
由
画
協
会
を
設
立
し
て
、

講
演
と
展
覧
会
を
通
じ
て
自
由
画
教
育
運
動
に
打
ち
込
ん
で
い
た
山
本
鼎
は
、

「
中
央
公
論
」（
大
９
・
7
・
15
）
で
、「
模
写
を
成
績
と
す
る
画
」
す
な
わ
ち
「
不

自
由
画
」
に
対
し
て
、
子
供
の
「
チ
ヤ
ー
ミ
ン
グ
な
自
然
観
」
と
「
自
由
活
達

な
表
現
力
」
の
「
生
長
」
を
促
す
も
の
と
し
て
の
「
自
由
画
」
を
対
置
し
、「
創

造
を
成
績
と
す
る
」（「
自
由
画
教
育
の
要
点
」）
自
由
画
の
普
及
と
臨
本
の
廃

止
を
主
張
し
た
。
同
十
二
年
七
月
に
は
藤
五
代
策
と
の
共
著
で
『
玩
具
手
工
と

図
面
』（
児
童
保
護
研
究
会
）
を
出
版
、「
児
童
と
図
画
」
で
自
由
画
教
育
指
導

法
と
、
審
美
的
観
念
の
啓
発
と
い
う
自
由
画
の
持
つ
意
義
を
唱
え
て
い
る
。

　
「
赤
い
鳥
」
は
大
正
九
年
一
月
に
「
子
供
の
自
由
画
は
、
多
く
の
場
合
に
於

て
、
殆
独
創
と
驚
異
そ
の
も
の
と
の
表
出
と
も
い
ふ
べ
き
、
一
箇
の
独
立
し

た
純
芸
術
品
」（
鈴
木
三
重
吉
「
自
由
画
の
募
集
に
つ
い
て
」）
で
あ
る
と
述
べ

て
、
初
め
て
自
由
画
を
掲
載
し
、
以
降
も
毎
号
、
鼎
の
選
評
で
自
由
画
を
募
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集
し
続
け
た
。
鼎
は
誌
上
で
選
評
と
と
も
に
、
父
兄
に
宛
て
て
自
由
画
教
育
論

を
展
開
し
た
。

　

つ
ま
り
、
新
宿
園
に
お
け
る
展
覧
会
は
、
自
由
画
の
普
及
を
望
む
鼎
と
、「
純

芸
術
品
」
を
提
供
し
た
い
三
重
吉
の
思
惑
が
合
致
し
た
催
し
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
こ
の
展
覧
会
の
概
要
を
説
明
す
る
と
、
展
覧
会
の
作
品
は
、「
赤
い

鳥
」
誌
上
で
「
自
由
画
大
展
覧
会
作
品
募
集
」
と
題
し
て
募
集
が
掛
け
ら
れ
た

（
大
14
・
３
～
４
）。「
自
由
画
大
展
覧
会
作
品
募
集
」
に
よ
る
と
、「
赤
い
鳥
が
率

先
的
に
奨
励
し
開
発
し
て
来
た
、
重
大
な
新
文
化
運
動
の
一
つ
」
で
あ
る
自
由

画
の
「
芸
術
的
歓
喜
と
、
教
育
上
の
効
果
」
が
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、

「
日
本
の
全
領
土
の
小
学
校
生
徒
」「
海
外
に
育
ち
つ
ゝ
あ
る
、
日
本
の
児
童
」

「
そ
の
ほ
か
す
べ
て
の
方
面
の
少
年
少
女
」か
ら
作
品
を
募
集
し
、「
五
大
名
家
の

審
査
の
下
に
、
数
千
百
の
優
秀
作
を
、
一
場
に
陳
列
」
す
る
形
式
を
取
っ
て
い

た
。「
陳
列
の
方
式
は
、
こ
の
運
動
の
第
一
人
者
的
権
威
た
る
山
本
鼎
先
生
に
直

接
指
令
を
乞
」い「
自
由
画
展
覧
会
な
る
も
の
ゝ
の
模
範
」が
目
指
さ
れ
た
。
賞

品
は
「
赤
い
鳥
社
の
係
る
限
り
、
す
べ
て
の
下
俗
を
拒
け
て
、
単
に
審
査
員
諸

氏
の
記
名
あ
る
賞
状
に
そ
へ
て
、
赤
い
鳥
が
特
製
す
る
記
念
賞
牌
だ
け
を
贈

呈
」
し
た
。
賞
牌
は
一
等
（
一
名
）
が
金
製
、
二
等
（
二
名
）
が
銀
製
、
三
等

（
三
名
）
が
赤
銅
製
、
四
等
（
五
名
）
が
白
銅
製
、
五
等
（
十
名
）
が
銅
製
と
、

細
か
く
序
列
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
出
品
画
」
は
「
水
彩
画
、
ク
レ
イ
ヨ
ン
画
、
鉛
筆
画
」
の
み
で
、
審
査
員
は

三
月
号
で
は
石
井
鶴
三
、
長
原
孝
太
郎
、
山
本
鼎
、
木
村
荘
八
、
清
水
良
雄
の

五
名
で
あ
っ
た
の
が
、
四
月
号
で
は
平
福
百
穂
が
加
わ
っ
て
、
六
名
に
な
っ
た（

１
）。

　
「
赤
い
鳥
」
六
月
号
に
よ
れ
ば
、
展
覧
会
へ
の
応
募
作
品
は
「
日
本
全
領
土
及

び
海
外
各
地
」
か
ら
約
二
万
点
に
上
っ
た
（「
自
由
画
大
展
覧
会
入
選
表
」
大

14
・
６
）

（
２
）。

う
ち
優
秀
作
は
三
百
七
十
八
点
で
、
こ
れ
ら
が
新
宿
園
の
演
芸
場

（
広
告
「
桜
咲
く
新
宿
園
の
黄
金
時
代
」「
報
知
新
聞
」
大
14
・
４
・
19
夕
）
で

展
示
さ
れ
た
。
賞
牌
賞
状
は
六
月
号
発
行
時
で
未
だ
「
調
整
中
」
で
あ
っ
た
が
、

賞
牌
に
つ
い
て
は
図
案
が
清
水
良
雄
、
製
型
が
朝
倉
文
夫
門
下
の
片
岡
角
太

郎
に
よ
る
「
直
径
二
寸
の
置
飾
り
」（「
自
由
画
大
展
覧
会
入
選
表
」）
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
七
月
号
で
は
入
賞
作
の
一
部
の
紹
介
と
共
に
、
原
寸
大

で
賞
牌
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
後
に
鶴
三
が
三
重
吉
か
ら
お
詫
び

か
た
が
た
受
け
取
っ
た
で
あ
ろ
う
「
メ
ダ
ル
」
で
あ
る
。（【
図
１
】）

　

鶴
三
は
大
正
九
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
児
童
自
由
画
展
覧
会
（
東
京

日
々
新
聞
社
主
催
）
で
審
査
員
を
務
め
た
こ
と
を
契
機
に
日
本
児
童
自
由
画
協

会
の
会
員
に
な
り
（
山
本
鼎
「
日
本
に
於
け
る
自
由
画
教
育
運
動
」『
自
由
画

教
育
』
黎
明
書
房
復
刻
版
、
昭
57
・
４
）、
同
展
覧
会
で
陳
列
さ
れ
た
絵
の
「
ど

れ
も
皆
私
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
」（「
児
童
自
由
画
展
覧
会
所
感
」「
中
央
美
術
」

大
９
・
４
、『
石
井
鶴
三
全
集
』
第
一
巻
、
形
象
社
、
昭
63
・
12
所
収
）
と
絶
賛

し
て
い
た
。
赤
い
鳥
社
の
展
覧
会
も
期
待
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
三
重
吉
も
、
四
月
二
十
七
日
付
小
宮
豊
隆
・
恒
子
宛
書
簡
で
、「
新
宿
園

で
開
催
し
て
ゐ
る
赤
い
鳥
社
の
自
由
画
展
覧
会
は
、
前
例
の
な
い
ほ
ど
い
ゝ

絵
が
沢
山
集
り
、
陳
列
も
気
持
よ
く
や
り
大
成
功
だ
が
、
金
を
出
し
て
這
入

る
園
内
で
の
展
覧
会
だ
し
、
足
場
も
わ
る
い
の
で
見
物
人
が
少
い
。
勿
体
な
い

次
第
な
り
。」と
惜
し
ん
で
お
り
、
鶴
三
に
披
露
し
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ

が
、
書
簡
を
読
む
限
り
、
鶴
三
は
、
会
期
が
延
長
さ
れ
た
二
十
五
日
か
ら
三

十
日
の
間
に
新
宿
園
に
来
園
し
た
た
め
、
展
覧
会
の
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き

ず
に
帰
宅
し
て
い
た
。

　

鶴
三
が
二
十
五
日
ま
で
に
来
園
で
き
な
か
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
春
陽

会
に
起
き
た
大
事
件
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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十
二
日
に
岸
田
劉
生
が
、
十
六
日
に
は
梅
原
龍
三
郎
が
相
次
い
で
春
陽
会
を

脱
退
し
た
。
鶴
三
は
、
梅
原
の
退
会
に
あ
た
り
、
木
村
荘
八
・
中
川
一
政
・
小

杉
放
庵
と
と
も
に
彼
の
引
き
留
め
を
図
っ
て
お
り
、
自
由
画
鑑
賞
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
そ
の
努
力
は
報
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
代
わ
り
に

そ
の
三
名
と
鶴
三
の
仲
は
深
ま
っ
た
。
赤
い
鳥
社
の
展
覧
会
は
、
鶴
三
の
交
友

関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

２　

展
覧
会
の
後
援
者
―
箱
根
土
地
株
式
会
社

　

さ
て
、
こ
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
新
宿
園
は
、
当
時
三
重
吉
と
縁
の
あ
る
場

所
で
あ
っ
た
。

　

新
宿
園
は
「
新
宿
将
軍
」
と
呼
ば
れ
た
投
機
家
浜
野
茂
の
邸
宅
を
「
函
根
土

地
会
社
」、
す
な
わ
ち
箱
根
土
地
株
式
会
社（
後
の
コ
ク
ド
、
現
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
、
西
武
グ
ル
ー
プ
）（
以
下
箱
根
土
地
）
が
購
入
、
開
発
し
た
も
の
で
、
大
正

十
三
年
九
月
に
開
園
さ
れ
た
。「
自
由
画
大
展
覧
会
出
品
募
集
」
で
「
清
寂
な
林

泉
等
を
楽
し
む
児
童
の
遊
園
地
で
、
自
由
観
覧
の
児
童
向
活
動
館
、
歌
劇
場
、

童
話
劇
場
も
開
演
し
て
ゐ
ま
す
。」と
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
人
造
湖
や
遊

具
施
設
、
孔
雀
館
（
映
画
館
）、
白
鳥
座
（
劇
場
）、
鷗
座
（
演
舞
場
）、
演
芸
場

な
ど
が
あ
り
、
入
園
料
五
十
銭
（
大
正
十
四
年
四
月
当
時
）
で
園
内
の
娯
楽
施

設
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
開
園
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
で
、
園

内
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
展
覧
会
会
期
中
は
、

小
笠
原
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
映
画
制
作
会
社
の
「
観
桜
園
遊
会
」
が
四
月

十
九
日
に
催
さ
れ
、
所
属
俳
優
が
来
園
し
て
い
る
（
広
告
「
桜
咲
く
新
宿
園
の

黄
金
時
代
」
前
掲
）。

　

箱
根
土
地
は
大
正
九
年
に
設
立
さ
れ
、
軽
井
沢
や
箱
根
の
観
光
別
荘
地
の
開

発
や
、
東
京
近
郊
に
お
け
る
学
園
都
市
の
建
設
事
業
、
分
譲
地
の
開
発
を
行
っ

て
い
た
。
大
正
十
三
年
に
は
大
泉
学
園
都
市
お
よ
び
渋
谷
百
軒
店
の
開
発
、
同

十
四
年
は
小
平
学
園
都
市
の
分
譲
、
国
立
学
園
都
市
の
開
発
に
着
手
す
る
な
ど
、

活
発
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
方
で
土
地
取
得
の
た
め
の
借
入
金
が
経
営

を
圧
迫
し
て
お
り
、
昭
和
元
年
三
月
に
は
一
度
、
事
実
上
倒
産
し
て
い
る
。
新

宿
園
も
国
立
学
園
都
市
建
設
の
た
め
、
同
年
一
月
に
は
分
譲
地
と
し
て
売
却
さ

れ
て
い
る（

３
）。

　

と
こ
ろ
で
、
大
正
十
四
年
五
月
三
十
日
付
小
池
忝
宛
書
簡
に
よ
る
と
、「
建
物

そ
の
他
の
設
備
の
費
用
は
新
宿
園
と
い
ふ
子
供
の
遊
園
が
持
つ
て
く
れ
同
園
内

で
開
催
、
広
告
費
の
三
千
円
を
「
女
性
」
の
ロ
ハ
顧
問
の
お
礼
の
意
味
か
、
中

【図１】誌上では原寸大で掲載
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山
太
陽
堂
が
持
つ
て
く
れ
ま
し
た
、
私
方
は
三
四
百
円
使
つ
た
の
み
で
す
」
と

あ
り
、
こ
の
展
覧
会
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
新
宿
園
、
つ
ま
り
箱
根
土
地
で
抱

え
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
。

　

展
覧
会
が
箱
根
土
地
の
後
援
な
く
し
て
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

「
自
由
画
大
展
覧
会
作
品
募
集
」
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
後
援
は
「
プ

ラ
ト
ン
文
具
発
売
元
、
中
山
太
陽
堂
」
と
な
っ
て
お
り
、
箱
根
土
地
の
名
前
は

出
て
い
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
作
品
募
集
の
説
明
文
に
は
、
賞
品
は

「
赤
い
鳥
社
の
係
る
限
り
、
す
べ
て
の
下
俗
を
拒
け
て
」
賞
状
・
賞
牌
の
み
と
書

か
れ
て
い
る
。「
下
俗
」と
は
入
選
に
伴
う
副
賞
、
つ
ま
り
物
質
的
な
利
益
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
実
際
は
、「
新
宿
園
か
ら
」
多
数
の
賞
品
が
出
さ
れ
て
い
た
。
新
宿
園

来
園
者
に
よ
る
「
自
由
投
票
」
で
一
等
か
ら
三
等
ま
で
選
出
者
さ
れ
た
者
に
は

プ
ラ
ト
ン
シ
ャ
ー
プ
各
一
本
の
ほ
か
、
一
等
に
は
「
赤
い
鳥
」
二
年
分
、
二
等

に
は
「
赤
い
鳥
」
一
年
半
分
、
三
等
に
は
「
赤
い
鳥
」
一
年
分
を
、
ま
た
審
査

員
に
よ
る
一
等
入
賞
者
と
自
由
投
票
の
一
等
当
選
者
が
在
学
す
る
学
校
へ
は
、

や
は
り
「
新
宿
園
か
ら
」
図
書
券
五
十
円
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
自
由
画
の
出
品

者
に
は
新
宿
園
の
無
料
入
園
券
が
配
ら
れ
、
展
覧
会
の
会
期
中
の
四
月
十
日
～

二
十
日
ま
で
を
新
宿
園
の
「
赤
い
鳥
デ
イ
」
と
し
、
期
間
中
の
入
場
者
先
着
一

千
名
に
「
赤
い
鳥
」
を
一
冊
贈
呈
し
て
い
る
。
該
当
号
（
大
14
・
５
）
の
表
紙

に
は
、「
新
宿
園
み
や
げ
」
と
書
か
れ
て
い
た
。（【
図
２
】）
応
募
者
も
来
園
者
も
、

赤
い
鳥
社
が
出
し
た
賞
状
・
賞
牌
よ
り
も
、
新
宿
園
提
供
の
賞
品
に
注
目
し
た

だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

箱
根
土
地
が
後
援
を
し
た
理
由
は
、
三
重
吉
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
児
童
劇

学
校
設
立
の
話
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
箱
根
土
地
は
、
三
重
吉
に

「
大
阪
の
宝
塚
式
」
の
「
高
尚
な
歌
劇
と
児
童
劇
団
を
作
る
た
め
」
の
「
附
属
の

学
校
」
及
び
「
三
千
人
以
上
を
入
れ
る
、
東
京
第
一
の
劇
場
」
建
設
の
計
画
と
、

「
そ
の
生
徒
養
成
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
養
成
と
、
爾
後
公
演
の
一
さ
い
」
の
「
指

揮
」（
大
正
十
四
年
一
月
二
十
三
日
付
加
計
正
文
宛
書
簡
）
を
依
頼
し
て
い
た
。

　

読
売
紙
上
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は「
少
女
を
中
心
の
演
劇
研
究
所
」で
あ
り
、
講

師
陣
は
、
水
谷
竹
紫
、
小
寺
融
吉
、
谷
山
善
平
、
藤
間
静
枝
に
加
え
、
水
谷
八

重
子
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
内
容
は
「
小
学
校
卒
業
以
上
二
十
歳
以
下
の
女
子

で
予
科
半
ヶ
年
本
科
一
ヶ
年
で
課
目
は
演
劇
映
画
に
関
す
る
一
切
の
理
論
及
実

演
と
普
通
学
、
家
政
学
等
も
含
み
立
派
な
演
技
者
で
あ
る
と
同
時
に
家
庭
の
良

婦
と
な
る
に
足
る
所
謂
実
科
女
学
校
程
度
の
も
の
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
寄

宿
舎
も
建
築
中
で
あ
っ
た
。（「
少
女
を
中
心
の
演
劇
研
究
所
を
新
宿
園
の
中
に
」

「
読
売
新
聞
」
大
13
・
12
・
26
）

　

周
東
美
材
「
童
心
の
〈
ユ
ー
ト
ピ
ア
〉
―
鈴
木
三
重
吉
の
児
童
歌
劇
学
校
構

想
―
」（
東
京
音
楽
大
学
研
究
紀
要
、
平
24
・
12
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
児
童
劇
学

校
の
構
想
は
、
同
時
期
に
鶴
見
の
花
月
園
か
ら
も
依
頼
が
来
た
こ
と
、
新
宿
園 【図 2】
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が
経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
頓
挫
す
る（

４
）。

つ
ま
り
、
展
覧
会
は
、
箱
根

土
地
と
三
重
吉
と
の
関
係
で
実
現
し
た
、
唯
一
の
大
が
か
り
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
。従

来
の
研
究
や
批
評
の
な
か
で
、『
赤
い
鳥
』
は
し
ば
し
ば
「
高
踏
的
」「
芸

術
至
上
主
義
的
」
と
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
赤
い
鳥
』

の
芸
術
な
る
も
の
は
、
開
発
資
本
と
露
骨
な
結
び
つ
き
を
示
し
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
け
っ
し
て
高
踏
的
で
も
非
世
俗
的
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、『
赤

い
鳥
』
と
開
発
資
本
は
積
極
的
に
共
犯
し
、
郊
外
の
消
費
生
活
者
た
ち
の

遊
び
の
空
間
を
造
成
し
、
近
代
的
な
都
市
空
間
の
再
編
が
向
か
う
べ
き

文
化
的
な
夢
の
あ
り
よ
う
を
提
示
し
て
い
た
。
遊
興
の
都
市
空
間
の
再
編

成
を
導
い
た
の
は
、
子
ど
も
の
身
体
で
あ
り
、
学
校
と
い
う
メ
タ

フ
ァ
ー
だ
っ
た
。
鈴
木
は
、
子
ど
も
や
学
校
と
い
う
媒
介
が
物
質
的
基
盤

を
も
つ
も
の
で
あ
り
透
明
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
誰
よ
り
も
自
覚

し
て
い
た
。

　

周
東
が
右
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
重
吉
は
積
極
的
に
〈
世
俗
〉
と
結
び
つ

き
、
資
本
を
得
る
こ
と
で
彼
の
〈
芸
術
〉
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
展
覧
会
の
賞
品
に
関
す
る
扱
い
で
わ
か
る
と

お
り
、
三
重
吉
は
「
子
ど
も
や
学
校
と
い
う
媒
介
が
物
質
的
基
盤
を
も
つ
も
の

で
あ
り
透
明
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
」
自
覚
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、〈
芸
術
〉

と
〈
世
俗
〉
を
線
引
き
し
、
両
者
が
接
続
し
な
い
も
の
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
に

も
意
識
的
で
あ
っ
た
。
三
重
吉
は
、
発
行
部
数
の
伸
び
悩
み
を
承
知
し
つ
つ
、

「
赤
い
鳥
」
を
「
真
実
な
る
純
芸
術
を
寄
与
」（「「
赤
い
鳥
」
の
標
語
」「
赤
い

鳥
」
大
９
・
１
）
す
る
雑
誌
と
し
て
、「
下
俗
を
拒
け
」
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
た

の
だ
。

　
　
　

３　

展
覧
会
の
後
援
者
―
中
山
太
陽
堂

　

最
後
に
、
広
告
費
を
「「
女
性
」
の
ロ
ハ
顧
問
の
お
礼
」
と
し
て
引
き
受
け
、

展
覧
会
の
募
集
要
項
に
後
援
と
し
て
名
を
連
ね
た
中
山
太
陽
堂
と
三
重
吉
の
関

わ
り
に
触
れ
て
、
論
を
閉
じ
た
い
。

　

中
山
太
陽
堂
は
大
阪
に
本
社
を
持
つ
、
ク
ラ
ブ
洗
粉
や
ク
ラ
ブ
歯
磨
で
知
ら

れ
る
化
粧
品
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
大
正
八
年
に
「
プ
ラ
ト
ン
」
ブ
ラ
ン
ド
で

知
ら
れ
る
日
本
文
具
製
造
株
式
会
社
を
、
大
正
十
一
年
に
出
版
社
の
プ
ラ
ト
ン

社
を
設
立
し
、
大
正
十
一
年
五
月
か
ら
「
女
性
」
を
、
大
正
十
二
年
十
二
月
か

ら
「
苦
楽
」
を
発
行
し
た
。

　

中
山
太
陽
堂
と
三
重
吉
の
関
係
が
始
ま
っ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
中
山
太
陽

堂
は
「
赤
い
鳥
」
に
大
正
八
年
一
月
（
二
巻
二
号
）
か
ら
広
告
を
載
せ
て
い
る
。

ま
た
、
小
野
高
裕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
正
十
年
九
月
に
「
赤
い
鳥
」
誌
上

で
中
山
太
陽
堂
主
催
の
童
話
劇
脚
本
懸
賞
を
行
っ
て
い
た（「
プ
ラ
ト
ン
社
の
軌

跡
」『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
出
版
社
の
光
芒　

プ
ラ
ト
ン
社
の
一
九
二
〇
年
代
』
淡
交
社
、

平
12
・
６
）

（
５
）。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
三
重
吉
が
「
女
性
」
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
最
初
は
「
ノ
ミ
ナ
ル
（
名
ば
か
り
―
筆
者
）
な
顧
問
」
で
「
主
と

し
て
小
山
内
君
が
指
揮
を
し
て
」（
大
正
十
一
年
六
月
八
日
付
小
宮
豊
隆
宛
、『
鈴

木
三
重
吉
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
57
・
７
）
い
た
よ
う
だ
が
、「「
女
性
」

一
月
号
の
創
作
の
編
輯
を
、
例
に
よ
り
小
山
内
が
引
受
け
て
ゐ
る
の
に
、
一
寸

も
纏
ま
ら
な
い
」（
大
正
十
一
年
九
月
二
十
一
日
付
小
宮
豊
隆
宛
）
際
に
三
重
吉

の
案
を
採
用
し
て
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り（

６
）、

そ
の
後
い
き
さ
つ
は

不
明
な
が
ら
、
大
正
十
三
年
二
月
の
時
点
で
「
毎
号
の
計
画
は
私
が
指
図
し
て
、

き
め
る
」（
大
正
十
三
年
二
月
一
日
付
中
所
健
二
郎
宛
）
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
三
重
吉
単
独
で
任
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
大
正
十
四
年
五

月
三
十
日
付
小
池
忝
宛
書
簡
で
は
、
三
重
吉
一
人
で
は
な
く
、「
ヨ
ミ
ウ
リ
の
社
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会
部
長
」
と
「「
読
売
」
の
文
芸
記
者
」
に
「
黒
幕
の
中
で
働
い
て
も
ら
つ
て
」

い
た
。
森
田
草
平
「
輪
廻　

擱
筆
の
辞
」（「
女
性
」
大
14
・
12
）
で
は
「
中
山

社
主
、
並
び
に
顧
問
鈴
木
三
重
吉
氏
に
対
し
て
、
衷
心
か
ら
感
謝
の
意
」
が
表

さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
側
か
ら
も
顧
問
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

な
お
、
永
井
荷
風
の
昭
和
三
年
七
月
六
日
付
日
記
に
よ
る
と
、
小
山
内
薫
は

社
か
ら
「
毎
月
千
円
内
外
」（「
断
腸
亭
日
記
」
巻
十
二
下
、『
荷
風
全
集
』
岩
波

書
店
、
平
23
・
１
（
二
刷
））
と
い
う
法
外
な
顧
問
料
を
社
か
ら
受
け
取
っ
て
い

た
。
三
重
吉
は
前
述
の
と
お
り
「
中
山
に
ア
ゴ
で
使
は
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

一
さ
い
お
礼
を
取
ら
な
い
で
」（
大
正
十
三
年
六
月
四
日
付
石
井
い
く
子
宛
）
い

た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、「「
女
性
」
が
十
二
万
も
売
り
出
し
た
」
と
き
に
は
「
顧

問
の
礼
と
し
て
馬
を
買
つ
て
」（
大
正
十
三
年
六
月
十
三
日
付
小
宮
豊
隆
宛
）
も

ら
っ
て
も
い
た
ら
し
い
。
新
宿
園
の
展
覧
会
の
広
告
費
も
、
こ
の
延
長
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
中
山
太
陽
堂
は
大
正
十
二
年
に
、
社
会
の
「
真
の
精
神
生
活
と
合
理

的
な
物
質
生
活
と
の
融
合
に
よ
っ
て
理
想
に
近
い
優
良
な
生
活
を
実
現
し
た
い

と
い
ふ
根
強
い
熱
烈
な
要
求
」（「
創
立
趣
意
」「
読
売
新
聞
」
大
12
・
７
・
14
）

に
基
づ
き
、
創
業
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
中
山
文
化
研
究
所
を
設
立
し
て

お
り
、
事
業
内
容
の
ひ
と
つ
に
「
児
童
教
養
研
究
所
」
を
挙
げ
て
い
た
。
大
正

十
四
年
五
月
三
十
日
付
小
池
忝
宛
書
簡
に
は
、「
こ
の
展
覧
会
は
太
陽
堂
の
児
童

文マ
マ化

研
究
所
へ
貸
与
し
、
秋
に
は
大
阪
で
開
催
し
ま
す
」

（
７
）

と
あ
り
、
こ
こ
か
ら

も
三
重
吉
と
中
山
太
陽
堂
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

昭
和
三
年
に
プ
ラ
ト
ン
社
が
巨
額
の
損
失
を
出
し
て
「
苦
楽
」「
女
性
」
の
両

雑
誌
を
廃
刊
し
た
際
も
、
三
重
吉
は
「
せ
め
て
女
性
だ
け
は
別
人
の
名
義
で
続

刊
さ
せ
た
い
」
と
「
尽
力
」（
昭
和
三
年
五
月
一
日
付
小
宮
豊
隆
宛
）
す
る
。
自

身
の
「
赤
い
鳥
」
も
、
円
本
の
印
税
で
借
金
は
返
済
で
き
た
も
の
の
、
昭
和
三

年
三
月
の
時
点
で
二
万
円
近
い
欠
損
を
出
し
（
昭
和
三
年
三
月
十
二
日
付
福
富

高
市
宛
）、
翌
四
年
三
月
で
の
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。こ
の
時
期
の
三

重
吉
は
、
三
年
春
の
日
本
騎
道
少
年
団
の
設
立
で
心
躍
ら
せ
る
一
方
で
、
雑
誌

の
相
次
ぐ
廃
刊
・
休
刊
の
後
始
末
に
追
わ
れ
た
。

　
　
　

４　

終
わ
り
に

　

三
重
吉
の
鶴
三
宛
書
簡
に
書
か
れ
た「
展
覧
会
」、
す
な
わ
ち
赤
い
鳥
社
主
催

の
自
由
画
大
展
覧
会
は
、
山
本
鼎
と
い
う
自
由
画
教
育
運
動
の
中
心
人
物
の
全

面
的
な
協
力
と
、
当
時
三
重
吉
が
結
び
つ
き
を
強
く
し
て
い
た
箱
根
土
地
お
よ

び
中
山
太
陽
堂
の
経
済
面
で
の
後
援
に
よ
り
実
現
し
た
。
箱
根
土
地
と
は
劇
学

校
建
設
計
画
の
、
中
山
太
陽
堂
と
は
「
赤
い
鳥
」「
女
性
」
両
誌
を
通
じ
て
の
関

係
で
あ
り
、
三
重
吉
は
彼
ら
か
ら
支
援
を
引
き
出
し
つ
つ
、「
赤
い
鳥
」
誌
上
で

は
「
下
俗
」、
す
な
わ
ち
賞
品
と
い
う
物
質
的
な
利
益
を
「
新
宿
園
か
ら
」
と
明

記
し
、
赤
い
鳥
社
と
分
離
さ
せ
る
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
本
誌
の
「
純
芸

術
」
性
を
担
保
し
よ
う
と
し
た
。

　

も
っ
と
も
劇
学
校
建
設
計
画
も
「
赤
い
鳥
」
も
（
そ
し
て
「
女
性
」
も
）
経

済
問
題
で
行
き
詰
ま
っ
た
の
は
皮
肉
な
結
末
と
言
え
る
。「
純
芸
術
」の
結
実
が

経
済
に
よ
っ
て
こ
そ
支
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
三
重
吉
は
知
っ
て
い
な
が

ら
、
結
局
経
済
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

新
宿
園
の
展
覧
会
は
、
三
重
吉
の
志
向
す
る
「
純
芸
術
」
と
経
済
の
関
係
と
、

そ
の
行
く
末
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
注
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⑴ 

「
赤
い
鳥
」
の
看
板
挿
絵
画
家
で
あ
る
清
水
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
山
本
鼎
と
深
い
関

係
の
あ
る
人
選
で
あ
っ
た
。
鶴
三
、
長
原
、
百
穂
は
、
鼎
の
提
唱
で
大
正
八
年
七
月
に
設

立
さ
れ
た
日
本
児
童
自
由
画
協
会
（
同
九
年
十
二
月
に
日
本
自
由
教
育
協
会
）
の
会
員
、

荘
八
は
春
陽
会
の
会
員
で
あ
る
。「
四
ツ
の
手
紙
」（
山
本
鼎
『
自
由
画
教
育
』
前
掲
）
で
、

自
由
画
に
も
「
律
を
定
め
た
い
」
と
自
由
画
を
批
判
し
た
荘
八
が
審
査
に
参
加
し
て
い
る

の
は
興
味
深
い
。

⑵ 

佳
作
に
広
東
省
広
州
市
沙
面
の
小
学
生
の
応
募
作
が
入
っ
て
い
る
。

⑶ 

な
お
、
箱
根
土
地
の
事
情
に
関
し
て
は
、
西
藤
二
郎
「
環
境
変
化
を
活
用
す
る
経
営
者

―
堤
康
次
郎
に
お
け
る
創
生
期
の
箱
根
土
地
を
中
心
と
し
て
―
」（「
京
都
学
園
大
学
経
済

学
部
論
集
」、
平
19
・
３
）
お
よ
び
、
大
西
健
夫
・
齋
藤
憲
・
川
口
浩
編
『
堤
康
次
郎
と

西
武
グ
ル
ー
プ
の
形
成
』（
知
泉
書
館
、
平
18
・
３
）
に
詳
し
い
。

⑷ 

箱
根
土
地
の
営
業
部
長
の
談
話
で
は
、
国
立
学
園
都
市
の
開
発
費
を
確
保
す
る
た
め
、

や
む
を
得
ず
売
却
を
決
定
し
た
と
話
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
分
譲
を
避
け
児
童
遊
園
地
と

し
て
公
開
す
る
よ
う
な
売
却
先
を
模
索
し
て
い
た
が
、（「
持
ち
堪
え
ら
れ
ず
売
り
に
出
た

新
宿
園
／
児
童
の
遊
園
地
に
買
は
せ
た
い
／
分
譲
せ
ず
に
二
百
万
円
」「
読
売
新
聞
」
大

15
・
１
・
８
）
不
調
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
鶴
三
宛
書
簡
に
あ
る
「
劇
学
校
」
は
、
新
宿

園
の
も
の
で
は
な
く
、
花
月
園
の
学
校
と
思
わ
れ
る
。
大
正
十
四
年
四
月
十
三
日
付
加
計

正
文
宛
書
簡
で
花
月
園
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
た
劇
学
校
の
計
画
を
引
き
受
け
た
と
報
告

し
、
同
年
五
月
三
十
日
付
小
池
忝
宛
書
簡
に
、「
私
は
三
月
か
ら
児
童
劇
歌
劇
学
校
と
い

ふ
も
の
を
作
る
つ
も
り
で
二
ヶ
月
間
昼
夜
奔
走
し
、
五
月
一
日
か
ら
少
数
の
生
徒
を
集

め
て
授
業
に
か
ゝ
り
ま
し
た
が
、
金
を
出
す
男
が
急
に
ヘ
コ
タ
レ
た
ら
し
く
、
前
途
が

危
い
の
で
、
五
月
七
日
に
キ
レ
イ
サ
ツ
パ
リ
と
解
散
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
と
書
き
送
っ

て
い
る
。

⑸ 

た
だ
し
、
日
本
近
代
文
学
館
の
復
刻
版
で
は
、
結
果
発
表
さ
れ
た
八
巻
一
号
（
大
11
・

１
）
か
ら
九
巻
一
号
（
大
11
・
7
）
ま
で
の
広
告
が
、
小
野
が
述
べ
る
よ
う
に
「
表
紙
裏

面
、
中
付
け
、
裏
表
紙
に
わ
た
っ
て
、
す
べ
て
の
広
告
が
中
山
太
陽
堂
の
化
粧
品
と
文

具
品
で
占
め
ら
れ
」
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
三
重
吉
の
書
簡
を
見
る
限
り
、「
赤
い
鳥
」
の

買
収
を
中
山
太
陽
堂
が
持
ち
か
け
た
可
能
性
は
確
認
で
き
な
い
。

⑹ 

大
正
十
一
年
十
月
二
十
一
日
付
小
宮
豊
隆
宛
書
簡
に
よ
る
と
、
実
際
は
創
作
欄
の
原

稿
が
集
ま
り
、「
童
話
劇
」
号
に
し
よ
う
と
し
た
三
重
吉
の
案
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
た

だ
、
翌
十
二
年
新
年
号
に
は
坪
内
逍
遙
「
児
童
用
神
話
劇　

因
幡
う
さ
ぎ
」
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
書
簡
と
の
整
合
性
は
つ
い
て
い
る
。

⑺　

実
際
開
催
さ
れ
た
か
は
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。


